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JA木曽広報誌

特集 ❶食と農で、地域を元気に
 　　～ＪＡまつり2019　日頃のご愛顧に感謝を込めて～
　　 ❷お正月の作法

12
December

❷お正月の作法
■女性部だより…さわやか教室・支部活動・グループ活動
■営農情報だより…令和３年度 市場出荷用小菊生産者の募集について
■手軽に健康　手指体操…右脳体操で創造力を高める
■ 2020年版ＪＡ木曽カレンダー＆広報誌表紙掲載募集写真の審査結果について
■年末年始営業日程のご案内

（木祖村：味噌川ダムより大原ほ場と小木曽地区を望む）（木祖村：味噌川ダムより大原ほ場と小木曽地区を望む）
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　11月18日　ＪＡ上松支所園芸部会が例年実
施している部会研修で、伊那・中川村の「中川
はちみつ工房」の視察研修を行い、部会員15
人が参加しました。「中川はちみつ工房」は国
内でも数少なくなった日本ミツバチのはちみつ
を採取し、その貴重なはちみつを味わえる施設
です。同工房の担当者よりミツバチの生態や成
分などの説明を受け、日本ミツバチと西洋ミツ
バチのはちみつの味比べ体験をしました。今で
は日本ミツバチのはちみつは大変高価な商品と
なっていますが、部会員たちは貴重で栄養価の
高い日本ミツバチのはちみつを存分に味わいま
した。

　10月31日　南木曽町やＪＡ木曽、木曽農業
改良普及センターなどでつくる南木曽町農業技
術者連絡協議会が休耕田の活用を目指して昨年
から里芋栽培の実証試験に取り組む中、南木曽
小学校の児童１年生と３、４年生がこの里芋の
収穫体験を行いました。この日は１年生31人が
参加し、学校近くの休耕田で、町職員やＪＡ南
木曽支所職員らの指導を受け、芋を掘り出しま
した。収穫した芋は学校給食で使うほか、道の
駅で販売することになっています。南木曽町内
では休耕田が増
加傾向にあり、
獣害被害の少な
い品種栽培を広
めて町の特産品
にする計画で、
ＪＡも休耕田解
消に向けた栽培
の普及や作業の
省力化に協力し
ていきます。

　11月19日　王滝小学校３、４年生の児童が
王滝村特産の赤かぶ漬けとすんき漬けの体験を
行いました。子どもたちはすでにカブの種まき
から間引き、収穫もした上で今回の漬け込み作
業の体験にのぞみました。ＪＡ王滝支所の塚澤
孝支所長から説明を受けるとともにＪＡ女性部
王滝支部の王滝かぶらつくり隊部員がカブの茎
葉の洗浄とすんき漬けの作業の合間に児童の漬
け込み体験を手伝っていただきました。すんき
漬けでは湯通しした茎葉を桶に入れ、種となる
すんきを交互に重ねて漬け込む作業を全員が体
験しました。児童が漬けた赤かぶとすんきは後
日学校給食で
食べることに
なっており、
子どもたちも
楽しみにして
いました。

南木曽小学校児童、休耕田の里芋収穫体験

野菜生産販売反省検討会を開催

王滝小学校児童、赤かぶ・すんき漬け体験

上松園芸部会、中川村のはちみつ体験視察
　11月８日　ＪＡ木曽とＪＡ野菜生産部会は
木曽町開田高原研修センターで野菜生産販売反
省検討会を開き、今年度の販売経過や次年度の
対応などについて検討しました。生産者や関
西・中京・関東の青果市場、行政関係者ら約
70人が出席しました。御嶽はくさいについて
は、今年も昨年と同様に全般的に天候の不安定
が続き、出荷量は伸び悩みました。秋季には生
育も安定し、出荷量は増加して前年比100％の
数量を確保しましたが全体的に販売額は低迷し
ました。市場での評価では他産地に比べてク
レームが少なかった一方で、病害虫被害の発生
に対する課題が残りましたが、次年度に向けて
は品質と出荷量確保の要望がありました。

里芋を掘り出す１年生児童里芋を掘り出す１年生児童

今年の販売経過などを説明する市場担当者今年の販売経過などを説明する市場担当者

湯通しした茎葉を桶に漬け込む児童湯通しした茎葉を桶に漬け込む児童

中川はちみつ工房のスタッフの説明を聞く部会員中川はちみつ工房のスタッフの説明を聞く部会員
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　11月13日
　各正副支部
長ら役員35
人が参加して
レクリエー
ションや昼食

会などで親睦を深める交流会や研修会を開催
しました。午前中は６班のチームに分かれ、
チーム対抗によるスリッパ飛ばしやピンポン
玉リレーなど４つのゲームで順位を競い合い
ました。午後は昼食会で各自持ち寄った一品
で歓談しながら情報交換を行いました。研修
会は山印醸造㈱の仕込み味噌の商品研修や虹
のホールきそ・笹井館長の話を聞きました。

女性部だより 各本支部の各本支部の
主な活動について主な活動について

紹介します。紹介します。

さわやか教室
石和温泉へゆったり温泉日帰り旅行

ＪＡ木曽女性部交流会
レクリエーションなどで楽しく親睦を深める

ペーパーボール投げのゲームを楽しむ部員ペーパーボール投げのゲームを楽しむ部員

　11月 ５ 日
　今年２回目
のゆったり温
泉日帰り旅行
は、45人の
参加者で山梨
県の石和温泉

に行きました。午前中、ＪＡフルーツ山梨の
フルーツ直売所でブドウなどの果物や野菜、
ワインなどの買い物を楽しんだ後、石和温泉
の「ホテルふじ」で昼食の会席料理を堪能し
ながら楽しく歓談しました。昼食後は大浴場
でゆっくりとくつろぎ、帰路、信玄餅の工場
テーマパークで買い物などを楽しみました。

石和温泉のホテル前で参加者全員で記念写真石和温泉のホテル前で参加者全員で記念写真

10月24日　福島支部

おやき作り体験おやき作り体験
10月24日　上松支部　研修旅行

琵琶湖クルーズで竹生島を散策琵琶湖クルーズで竹生島を散策

　「ふるさと体験館きそふくし
ま」でおやき作りを体験しまし
た。あんこ、カボチャ、切り干し
大根の具材を包んだ３種のおやき
を作りました。

　パワースポットとして知られる
竹生島へ国宝の神社やお寺などを
巡り、日本三大和牛の一つ「近江
和牛」の御膳を堪能しながら部員
同士の親睦を深めました。

　風邪などの予防に必須のマスク
を収納するボックスをカラフルな
布柄で作りました。

10月25日　読書支部　手芸教室

マスクボックスを作るマスクボックスを作る

　松本市で開催された同式典に
は県内ＪＡ女性組織部員ら約1，
400人が参集し、木曽からも部員
45人が参加しました。各ＪＡの
女性組織が取り組んだ活動の成果
などを発表しました。

　可愛らしい和紙などで作る
ティッシュ入れや小物入れなどと
して使えるハウスボックスを作り
ました。

　木曽文化公園文化ホールで開催
し、今年は装い新たに、南国の海
の色をイメージした鮮やかなブ
ルーのフラドレスで２曲のハワイ
アンを披露しました。

10月30日　ＪＡ長野県女性協議会

創立70周年記念式典に参加創立70周年記念式典に参加
11月８日　木祖支部　手芸教室

ハウスボックスを作るハウスボックスを作る
11月10日　フラダンスグループ

木曽ダンスフェスタで踊る木曽ダンスフェスタで踊る
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　ＪＡ祭をはじめ、支所祭、地域のイベント出店で多くの皆さんにご来場・ご利用いただきありが　ＪＡ祭をはじめ、支所祭、地域のイベント出店で多くの皆さんにご来場・ご利用いただきありが
とうございました。各会場の様子を写真でご紹介します。とうございました。各会場の様子を写真でご紹介します。
　今年は記録的な大雨をもたらした台風19号で県内、特に東北信地域を中心に甚大な被害が発生　今年は記録的な大雨をもたらした台風19号で県内、特に東北信地域を中心に甚大な被害が発生
しました。この台風により被災された皆様には、心からお見舞い申し上げますとともに、一日も早しました。この台風により被災された皆様には、心からお見舞い申し上げますとともに、一日も早
い復興をお祈り申し上げます。い復興をお祈り申し上げます。
　なお、ＪＡ木曽管内で予定していた木祖と開田の支所祭が台風19号の影響で中止となりました。　なお、ＪＡ木曽管内で予定していた木祖と開田の支所祭が台風19号の影響で中止となりました。

～日頃のご愛顧に感謝を込めて～

特集➊

ＪＡ祭　ＪＡ祭　10月19日～20日　Ａ・コープきそ店周辺

食と農で、地域を元気に！

今年も出演、IGUAさんのミニライブ今年も出演、IGUAさんのミニライブ 女性部のスコップ三味線女性部のスコップ三味線 子どもがもちつきを体験子どもがもちつきを体験

ソーセージのつかみ取りに挑戦！ソーセージのつかみ取りに挑戦！ お得！みかんの詰め放題お得！みかんの詰め放題

辺辺

１日目は雨天で手渡し、１日目は雨天で手渡し、
２日目は快晴で大盛況でした

餅はきな粉をつ
け

来場者の皆さん
に

振る舞いました振る舞いました
たた
投げもち投げもち にに

もちつきもちつき
大 会大 会

交通安全コーナーでパトカー展示交通安全コーナーでパトカー展示地元産農産物の販売地元産農産物の販売

人
気
者
ア
ン
パ
ン
マ
ン

人
気
者
ア
ン
パ
ン
マ
ン

と
の
握
手
と
写
真
撮
影
に

と
の
握
手
と
写
真
撮
影
に

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
！

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
！

JA共済地域・農業活性化促進助成
金活用

JA共済地域・農業活性化促進助成
金活用
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　ＪＡ祭で開催した農産物品評展示会
における最優秀受賞者の表彰式を開催
中の10月20日に行いました。受賞者
は下表の通りです（敬称略）。
　同展示会出品農産物は表彰式終了後
の即売会で販売され、売上金は来年の
正月、福祉施設に寄付する米や餅など
の購入代金に充てられます。

入賞名 品 名 町村名 氏 名

最
優
秀
賞

木 曽 地 域
振興局長賞 ハクサイ 木祖村 青木裕一

木曽農業改良普及
センター所長賞

うるち
玄 米 上松町 田中秋ミ

木 曽 農 業
協同組合長賞

ト ル コ
ギキョウ 王滝村 増沢　勉

今年も好評の女性部の炊き立て新米おにぎり販売今年も好評の女性部の炊き立て新米おにぎり販売

おなじみ女性部の五平餅おなじみ女性部の五平餅 メガネもＪＡでメガネもＪＡで ちりめんをたくさん用意ちりめんをたくさん用意

10月９日10月９日

王滝支所祭王滝支所祭

キノコを売る日義女性部員キノコを売る日義女性部員 御嶽はくさいも売れました御嶽はくさいも売れました 原野農協青年部のきのこそば原野農協青年部のきのこそば

10月５日10月５日

木曽駒高原木曽駒高原
秋の味覚フェア秋の味覚フェア
【日義支所】【日義支所】

10月20日10月20日

大桑村大桑村
森の里の秋祭り森の里の秋祭り
【大桑支所】【大桑支所】

木曽の伝統野菜・赤かぶの販売木曽の伝統野菜・赤かぶの販売 恒例のマグロ解体ショー恒例のマグロ解体ショー

木曽牛の牛串木曽牛の牛串 好評の美味！女性部の五平餅好評の美味！女性部の五平餅

老後の生きがいはシニア大学で老後の生きがいはシニア大学で 無料豚汁でひと息無料豚汁でひと息

木曽郡農産物品評展示会木曽郡農産物品評展示会
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特集➋

土
産
は
そ
の
旨
を
伝
え
て
玄
関
先
で
渡

し
、
そ
れ
以
外
の
お
土
産
は
部
屋
に
通

さ
れ
て
ご
挨
拶
を
す
る
と
き
に
お
渡
し

し
ま
す
。「
お
年
賀
」
の
熨
斗
（
の
し
）

紙
は
１
月
７
日
（
地
域
に
よ
っ
て
15

日
）
ま
で
。

　

新
年
に
招
か
れ
た
ら
、
約
束
の
時
間

よ
り
早
く
着
き
過
ぎ
る
と
相
手
に
迷
惑

を
掛
け
る
の
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

家
に
上
が
る
場
合
は
、
玄
関
に
入
る
前

に
コ
ー
ト
類
を
脱
ぐ
の
が
正
式
な
礼
儀

で
す
。
挨
拶
（
あ
い
さ
つ
）
だ
け
で
帰

る
な
ら
着
た
ま
ま
で
。
コ
ー
ト
類
を
脱

い
で
い
る
と
、
家
に
上
が
っ
て
い
く
の

か
な
、
と
相
手
に
気
を
使
わ
せ
て
し
ま

い
ま
す
。
靴
を
脱
ぐ
と
き
は
、
そ
の
ま

ま
前
向
き
に
脱
い
で
家
に
上
が
り
ま

す
。
上
が
っ
て
か
ら
は
人
に
お
尻
を
向

け
な
い
よ
う
に
し
ゃ
が
ん
で
、
靴
の
向

き
を
変
え
ま
す
。
冷
蔵
や
冷
凍
品
の
お

和
文
化
講
師
：
滝
井
ひ
か
る
（
た
き
い　
ひ
か
る
）

季
節
や
年
中
行
事
に
沿
っ
て
和
文
化
を
幅
広
く
楽
し
む
和
の
お
け
い
こ
レ
ッ
ス
ン
（
煎
茶

道
・
生
け
花
・
マ
ナ
ー
・
年
中
行
事
・
茶
葉
料
理
・
室
礼
・
香
道
・
着
付
け
な
ど
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

主
催
「
世
代
や
国
を
超
え
て
楽
し
む
日
本
文
化
」
講
演
、
教
育
委
員
会
主
催
「
家
庭
で
楽
し

む
季
節
の
行
事
」
講
座
な
ど
、
幅
広
く
「
和
」
を
広
げ
る
活
動
を
展
開
。

「
和
文
化 .net 

主
宰
」https://w

abunka.net/

　

和
室
、
洋
室
共
に
入
り
口
に
近
い
席
が
下
座
。
和
室
で
は
床
の
間
の
前
が
上
座
で

す
。
洋
室
で
は
奥
か
ら
上
座
で
ソ
フ
ァ
、
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
、
ス
ツ
ー
ル
の
順
が
目
安

で
す
。
目
上
の
方
に
招
か
れ
た
ら
お
客
さ
ま
の
立
場
で
あ
っ
て
も
、
下
座
に
座
る
の

が
基
本
で
す
。
そ
の
集
ま
り
の
主
役
、
眺
め
の
良
さ
、
席
の
広
さ
や
寒
暖
に
よ
っ
て

も
席
が
決
ま
る
の
で
臨
機
応
変
に
。
和
室
で
は
座
布
団
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
て
、
挨
拶
は
座
布
団
か
ら
下
り
て
す
る
の
が
礼
儀
。
ソ
フ
ァ
や
椅
子
に
座
っ
て
い

る
と
き
も
挨
拶
は
立
っ
て
し
ま
し
ょ
う
。

お
正
月
の
作
法

新
年
のご

挨
拶

お
正
月
は
一
年
の
大
き
な
節
目
。

親
戚
付
き
合
い
や
来
客
の
対
応
な
ど
に
追
わ
れ
る

特
別
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

マ
ナ
ー
や
礼
節
を
学
ん
で
、
新
し
い
年
を
気
持
ち
良
く
迎
え
ま
し
ょ
う
。

日
）
ま
で
。

数字が小さいほど上座
（ＴＰＯに応じて変わることもあります）

講
師
：
滝
井
ひ
か
る

イ
ラ
ス
ト
：
Ｍ
Ｄ
Ｒ
デ
ザ
イ
ン
事
務
所

部
屋
の
席
次

る
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お
正
月
に
は
「
大
福
茶
」
で
お
も
て

な
し
す
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
新

年
最
初
の
若
水
で
入
れ
た
大
福
茶
を
家

族
で
い
た
だ
く
と
、
一
年
元
気
に
過
ご

せ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
大
福
茶
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
煎

茶
に
結
び
昆
布
（
縁
結
び
・
喜
ぶ
）・

小
梅
（
し
わ
に
な
る
ま
で
長
生
き
・
松

竹
梅
）・
金
粉
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
に
お
出
し
す
る
と
き
は
、
お

客
さ
ま
の
右
側
に
お
茶
、
左
側
に
お
菓

子
。
お
客
さ
ま
に
茶
わ
ん
の
正
面
を
向

け
て
置
き
ま
し
ょ
う
。
め
で
た
い
デ
ザ

イ
ン
の
生
菓
子
や
、
紅
白
や
干
支
（
え

と
）
の
お
菓
子
、
花
び
ら
餅
な
ど
が
お

正
月
ら
し
く
て
お
勧
め
で
す
。

　

保
存
の
効
く
縁
起
の
良
い
物
を
い
た

だ
き
ま
す
。
三
つ
ざ
か
な
と
し
て
「
黒

豆
・
数
の
子
・
ご
ま
め
（
関
西
で
は
た

た
き
ご
ぼ
う
）」
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
め
ま
め
し
く
（
勤
勉
で
健
康
）、
魔

を
滅
す
る
黒
豆
。
子
孫
繁
栄
の
数
の

子
。
田
作
り
と
も
い
う
ご
ま
め
や
、
た

た
き
ご
ぼ
う
で
豊
作
を
願
い
ま
す
。
学

業
成
就
の
だ
て
巻
き
や
だ
し
巻
き
は
巻

物
に
見
立
て
て
。
お
め
で
た
い
鯛
（
た

い
）
や
、
腰
が
曲
が
る
ま
で
長
生
き
し

ま
す
よ
う
に
、
と
の
エ
ビ
。
お
金
が
た

ま
る
よ
う
に
と
、
き
ん
と
ん
。
先
を
見

通
せ
る
レ
ン
コ
ン
の
煮
物
や
酢
バ
ス
。

紅
白
な
ま
す
や
昆
布
巻
き
な
ど
も
「
お

重
」
に
入
れ
て
、
喜
び
を
重
ね
ま
す
。

　

生
け
花
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
で
は
、
若

松
・
南
天
・
千
両
・
葉
ボ
タ
ン
・
菊
・

柳
な
ど
を
生
け
る
と
ぐ
っ
と
新
年
ら
し

く
な
り
ま
す
。
季
節
の
蔬
菜
（
そ
さ
い
）

を
飾
っ
て
縁
起
を
担
ぐ
の
も
お
勧
め
で

す
。
大
き
な
柑
橘
（
か
ん
き
つ
）
類
で

「
大
吉
」。
柑
橘
の
橘
（
き
つ
）
は
「
吉
」

（
き
ち
）
と
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
大

き
な
柑
橘
は
新
年
が
「
大
吉
」
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
と
い
う
祈
り
も
あ
り
ま
す
。

「
ふ
じ
リ
ン
ゴ
」「
タ
カ
ノ
ツ
メ
」「
ナ

ス
」
で
、「
一
富
士
二
鷹
（
た
か
）
三

茄
子
（
な
す
び
）」
で
縁
起
の
い
い
「
初

夢
」
を
表
す
な
ど
。
七
草
の
寄
せ
植
え

は
、
見
て
も
食
べ
て
も
楽
し
め
ま
す
。

し
め
縄
も
近
頃
は
モ
ダ
ン
な
リ
ー
ス
型

に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
正
月
飾
り
は
、

12
月
28
日
ま
で
か
30
日
に
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。
29
日
は
「
苦
飾
り
」
と
い
っ

て
縁
起
が
悪
く
、
31
日
は
「
一
夜
飾
り
」

と
い
っ
て
神
様
に
失
礼
に
当
た
り
ま
す
。

１
月
７
日
（
地
域
に
よ
っ
て
は
15
日
）

に
下
げ
ま
す
。

お
酒
の
作
法

お
茶
の
作
法

新
年
の飾

り
付
け

ま
す
。

げ
ま

お
せ
ち
料
理
の

豆
知
識

　

お
正
月
に
い
た
だ
く
お
と
そ
は
、
日

本
酒
や
本
み
り
ん
に
と
そ
散
（
ニ
ッ
キ

や
さ
ん
し
ょ
う
な
ど
）
を
浸
し
た
物
。

長
寿
を
願
い
、
邪
気
を
は
ら
う
た
め
に

い
た
だ
き
ま
す
。
お
と
そ
は
、
同
じ
杯

で
年
の
若
い
順
か
ら
飲
ん
で
い
き
、
最

後
に
年
長
者
や
厄
年
の
人
が
そ
の
英

気
を
い
た
だ
く
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
酒
を
い
た
だ
く
機
会
の
多
い
お
正

月
。
お
酌
を
受
け
る
と
き
は
必
ず
両
手

で
器
を
持
ち
ま
す
。
注
が
れ
た
ら
一
度

は
口
を
付
け
て
か
ら
器
を
置
き
ま
し
ょ

う
。
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
だ
け
は
持
ち
上
げ

ず
テ
ー
ブ
ル
に
置
い
た
ま
ま
で
、
手
も

添
え
ま
せ
ん
。
特
に
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
は

割
れ
や
す
い
の
で
、
乾
杯
す
る
と
き
に

グ
ラ
ス
同
士
も
当
て
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。



ご相談・お問い合わせはご相談・お問い合わせは 農業生活部 農業生活部 農事園芸課 ☎農事園芸課 ☎（0264）（0264）22 ‒212822 ‒2128
グリーンファームきそグリーンファームきそ ☎ ☎（0264）（0264）22 ‒306122 ‒3061
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　ＪＡ木曽では昨年度より市場出荷向け小菊の生産に取　ＪＡ木曽では昨年度より市場出荷向け小菊の生産に取
り組んでおります。り組んでおります。
　本年はお盆に約3,000本の出荷を行い、９月に令和２　本年はお盆に約3,000本の出荷を行い、９月に令和２
年度出荷用の定植が終了致しました。年度出荷用の定植が終了致しました。
　つきましては、少々先の話ではありますが、来年令和　つきましては、少々先の話ではありますが、来年令和
２年秋定植、同３年お盆出荷用小菊の新規生産者を募集２年秋定植、同３年お盆出荷用小菊の新規生産者を募集
いたします。いたします。
　まずは１アールから始めてみませんか。　まずは１アールから始めてみませんか。

■「小菊」栽培の特徴■「小菊」栽培の特徴
　この小菊は「量販小菊」と言われ、その特徴は以下の　この小菊は「量販小菊」と言われ、その特徴は以下の
ことがあげられます。ことがあげられます。
○生産コストが安い○生産コストが安い
○露地栽培が可能○露地栽培が可能
○省力栽培が可能で女性でも取組みやすい○省力栽培が可能で女性でも取組みやすい
○他品目にくらべ栽培管理が比較的容易○他品目にくらべ栽培管理が比較的容易
○１アールからでも栽培でき面積拡大も可能○１アールからでも栽培でき面積拡大も可能
○他品目にくらべ栽培管理が比較的容易○他品目にくらべ栽培管理が比較的容易
○お盆用に出荷し、市場での需要が非常に高い○お盆用に出荷し、市場での需要が非常に高い
○○市場出荷にて１アール当り約６～７万円の収入見込み市場出荷にて１アール当り約６～７万円の収入見込み
○定年退職後などの収入源に最適○定年退職後などの収入源に最適

■ 栽培について
  栽培カレンダー

　前年の秋の定植から８月のお盆までの各作業について講習会を行いますので初心者の方でも安心し
て栽培することができます。

　ＪＡ木曽では新規生産者を募るにあたり来年より各地区での勉強会や圃場見学を計画しております
のでご興味のある方は是非ご参加下さい。

令和３年度　市場出荷用小菊生産者の募集について令和３年度　市場出荷用小菊生産者の募集について

お問い合わせ先：各地区営農担当者 または 本所農業生活部農事園芸課　まで

８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

収　

穫

土
作
り

定　

植

台
刈
り

台
刈
り

追
肥
・
土
寄
せ

ネ
ッ
ト
張
り

収　

穫

収　

穫

 病害虫防除 

小菊栽培講習会（収穫と出荷作業）
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お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

おおおお
天天天天
気気気気
カカカカ
レレレ
ンンンン
ダダダダ
ーー

気
象
予
報
士
（
株
式
会
社
ハ
レ
ッ
ク
ス
）

檜
山　

靖
洋

　

12
月
７
日
は
二
十
四
節
気
の
大
雪

（
た
い
せ
つ
）
で
す
。
平
野
部
で
も

本
格
的
に
雪
が
降
り
、
積
も
り
始
め

る
こ
ろ
で
す
。
雪
の
降
り
始
め
の
季

節
は
、
雪
国
で
も
雪
道
で
の
事
故
が

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
十
分
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
雪
の
結
晶
を
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？
実
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
が
あ
れ
ば
、
簡
単
に
雪
の

結
晶
を
写
真
に
撮
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
最
大
ズ
ー

ム
に
し
て
接
写
す
れ
ば
、
絵
や
図
鑑

と
同
じ
よ
う
な
雪
の
結
晶
を
撮
影
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
試
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

雪
の
結
晶
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
が

あ
り
ま
す
。
六
角
形
や
、
樹
枝
状
、

板
状
、
針
状
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

こ
れ
ら
の
形
は
上
空
の
気
温
や
水
蒸

気
の
量
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。
逆
に

い
う
と
、
雪
の
結
晶
を
見
れ
ば
雪
の

粒
が
生
ま
れ
た
空
の
状
態
が
分
か
る

た
め
、「
雪
は
天
か
ら
の
手
紙
」
と

い
わ
れ
ま
す
。「
天
か
ら
の
手
紙
」

の
写
真
を
使
い
年
賀
状
な
ど
年
始
の

手
紙
を
作
る
の
も
良
い
で
す
ね
。

天
か
ら
の
手
紙

手
軽
に
健
康

手手手手手手
軽軽軽軽軽軽
にににににに
健健健健健健健
康康康康康康康    

手
指
体
操

手手手手手手
指指指指指指
体体体体体体体
操操操操操操操
健
康
生
活
研
究
所
所
長

堤　

喜
久
雄

右
脳
体
操
で
創
造
力
を
高
め
る

　

パ
ソ
コ
ン
の
普
及
に
伴
っ
て
、
デ
ス

ク
に
座
っ
た
ま
ま
の
時
間
が
長
く
な
り

ま
し
た
。
一
方
で
運
動
量
は
減
少
し
が

ち
。
体
の
各
器
官
は
動
か
さ
な
い
と
疲

労
も
た
ま
り
や
す
く
な
り
、
能
率
も
低

下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

の
合
間
に
手
指
体
操
を
行
っ
て
、
脳
を

刺
激
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

人
間
の
脳
は
右
脳
と
左
脳
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
右
脳
は
創
造
力
や
企
画

力
、
左
脳
は
計
算
力
や
分
析
力
を
受
け

持
つ
脳
で
す
。
そ
し
て
、
右
手
は
左
脳

と
、
左
手
は
右
脳
と
密
接
な
関
係
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
人
は
右
利
き

で
、
左
脳
を
活
発
に
動
か
す
こ
と
が
多

い
と
い
え
ま
す
。

　

今
回
は
、
左
手
の
指
先
を
１
本
ず
つ

動
か
す
体
操
で
、
右
脳
ヘ
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
送
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。
気
を
付
け

た
い
の
は
、
動
か
し
て
い
る
指
以
外
の

指
は
動
か
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と

伸
ば
し
た
状
態
で
行
う
こ
と
で
す
。
指

に
よ
っ
て
は
難
し
い
動
き
も
あ
り
ま
す

が
、
無
理
な
く
で
き
る
範
囲
で
構
い
ま

せ
ん
。
デ
ス
ク
の
前
だ
け
で
な
く
、
会

議
や
打
ち
合
わ
せ
な
ど
で
煮
詰
ま
っ
た

と
き
な
ど
に
も
行
っ
て
み
る
の
も
お
勧

め
で
す
。

左手の屈伸体操

⑴「いち」で人さし
指の第２関節を曲げ
ます。

⑵「に」で人さし指
の指先の付け根を曲
げ、手のひらと直角
方向に伸ばします。

⑶「さん」で再び人
さし指の第２関節だ
けを曲げます。

⑷「よん」で人さし
指の指先を伸ばしま
す。この「いち、に、
さん、よん」を５回
繰り返します。ゆっ
くりで構いません。
残りの３本の指でも
同様に行います。

き り と り 線

15ページ「頭の体操 まちがいさがしに挑戦」解答用紙  12月号 №370

答え（番号）　

 〒　　　  -　　　　　　　 ☎　　　　　　　　　　　 

 ご住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　男   ・   女  

＊応募の締切　令和２年１月６日㈪
＊ご応募は、お１人様１枚を有効とさせていた
だきます。用紙が足りない場合は各支所窓口
にご用意しておりますのでお尋ねください。
＊ご記入いただいた個人情報は、景品の発送以
外には使用いたしません。
＊ご意見ご要望や情報は、クイズの解答に関係
なくこの用紙のウラをご利用ください。
 年齢　　　　　　　才 

こちらの用紙を切り取っていただきＪＡ木曽本支所窓口およびＡ・コープきそ店備え付けの応募箱へお出しください。

おもて
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共済からのお知らせ

◆入居ご希望の方は
　ＪＡ木曽各支所または本所共済部（☎22-2128）まで

き り と り 線

１、ＪＡや広報誌へのご意見・ご要望（どんなことでも、お聞かせください）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２、身近な出来事・話題など、情報をお寄せください（広報誌にて紹介させていただく場合がございます）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

う　ら 「頭の体操 まちがいさがしに挑戦」解答用紙
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期間

※三菱UFJニコス㈱の保証をご利用いただきます。
※インターネットからの仮申込における金利軽減については各ＪＡの最軽減金利適用条件を満たす必要があります。
※保証料は審査により決めさせていただきます。
※お申時またはお借入時のいずれか低い金利を適用します。また、金利は金融情勢により変更になる場合があります。
※お借入期間中に、各ＪＡの適用条件を満たさない場合や、ご返済の滞りなどが発生した場合は、最軽減金利の適用
を中止させていただく場合があります。
※金利・保証料、その他詳しい内容はお近くのＪＡ窓口までお問い合わせください。

JA 木曽

今なら
、

新規の
ご入会

で

おトク
に！

上記期間中に新規ご入会（カード発行）の本人会員さま・家族
会員さまが対象です。
◎ご入会（カード発行）日は、JAカードお届け時の「カード送付明細」
　でご確認いただけます（お申込日とは異なります）。

2019年12月１日㈰～2020年３月31日㈫対象期間

JAカード新規ご入会で
相当のポイントをプレゼント

もれなく

000,2 円

JAカードでのショッピングご利用と携帯電話利用料金のお支払いで

相当のポイントをプレゼント最
大 008,4 円

相当のポイントに！合計 最大 008,6 円

お申込み・各種サービスについては、
お近くのJA 支所窓口までお問い合わせください。

各種得点、サービスの詳細はWEBサイトにて
ご確認ください。

三菱UFJニコス
JAカードWEBサイト
https://www.cr.mufg.jp/ja

008,6 円
相当の

最
大
ポイントプレゼント

JAカードの
ご入会とご利用で

＋

＝

初年度年会費無料！（一般カード）
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古  

坂
　
　
房  

選

俳
句
募
集

※一人はがき１枚に作品３句以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ郵送してください。

　　　　　　  【投句先】〒397-0002 木曽町新開2795-2   「古坂　房 先生」宛
　　　　　　  ［締切日は設定しません、いつでもご投句ください。≪毎月発表しています≫］

新
米
の
こ
の
上
の
な
き
塩
む
す
び

亡
き
父
の
野
良
着
の
似
合
ふ
案
山
子
か
な

台
風
の
爪
跡
深
く
胸
痛
む

通
草
食
ぶ
幼
き
日
々
に
思
ひ
は
せ

心
地
よ
き
夜
風
は
や
が
て
う
そ
寒
く

秋
晴
や
鎮
魂
の
嶽
け
む
り
噴
く

枯
尾
花
夕
日
に
生
気
貰
ひ
け
り

秋
深
む
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
深
閑
と

朝
採
り
の
無
花
果
と
ろ
り
と
乳
た
ら
す

ひ
ら
ひ
ら
と
日
の
差
す
方
へ
秋
の
蝶

下
校
子
の
鈴
の
音
遠
く
秋
気
澄
む

蟋
蟀
の
鳴
く
夜
や
義
母
は
旅
に
立
ち

一
人
寝
の
闇
に
広
が
る
虫
時
雨

蕪
ら
蒸
し
美
味
し
い
と
孫
目
を
細
め

日
を
あ
び
て
花
野
に
羊
遊
び
を
り

深
み
ゆ
く
秋
や
色
付
く
向
ひ
山

児
の
守
る
枇
杷
の
木
育
つ
秋
日
和

秋
風
や
湖
面
に
波
の
綾
立
て
り

う
す
曇
り
光
一
筋
照
紅
葉

秋
の
浜
孫
の
お
や
つ
を
狙
ふ
鳶

馬
越
の
走
り
蕎
麦
食
ぶ
と
う
じ
鍋

耳
鳴
り
に
聞
き
わ
け
て
い
る
虫
の
声

日　

義　

 

明　

嵐　

久　

子

南
木
曽　

 

山　

田　

富
美
子

大　

桑　

 

垣　

外　

安
喜
子

上　

松　

 

村　

仲　
　
　

徹

上　

松　

 

福　

邑　
　
　

忠

上　

松　

 

久
保
田　
　
　

隆

贄　

川　

 

小　

澤　

典　

子

上　

松　

 

奥　

原　

昭　

子

南
木
曽　

 

楯　
　
　

美　

江

上　

松　

 

堀　

川　

悦　

子

福　

島　

 

和　

田　

迪　

子

贄　

川　
 

小　

澤　

ゆ
ず
り
ん

上　

松　
 

石　

田　

な
つ
子

王　

滝　

 
小　

山　
　
　

誠

大　

桑　

 
勝　

野　

五　

月

新　

開　

 

奥　

原　

ま
さ
代

福　

島　

 

柴　

山　

安　

子

王　

滝　

 

水　

宅　

ゆ　

き

南
木
曽　

 

平　

田　

さ
ち
子

上　

松　

 

清　

水　

庄　

助

日　

義　

 

手　

塚　

フ
サ
子

上　

松　

 

野　

口　

英　

作

【
選
評
】

　
　

●
久
子
さ
ん
…
… 

炊
き
た
て
の
新
米
の
匂
い
と
艶
の
よ
さ
、
温
か
い
塩
む
す
び
は
最
高
の
味
。

昔
は
（
今
も
）
新
嘗
祭
（
二
十
三
日
）
に
は
神
様
に
供
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　
　

●
富
美
子
さ
ん
… 

亡
く
な
っ
た
父
親
の
野
良
着
を
つ
け
た
案
山
子
に
働
い
て
居
た
頃
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。

　
　

●
安
喜
子
さ
ん
… 

台
風
に
よ
る
大
き
な
被
害
そ
し
て
爪
跡
。
人
事
で
は
な
い
。
早
く
立
ち

直
っ
て
欲
し
い
と
祈
る
ば
か
り
だ
。

選
者
の
一
句　

  

大
事
な
き
常
の
生
活
や
返
り
花

短
歌
募
集

※一人はがき１枚に作品２首以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ投稿してください。
【投句先】〒397-0001 木曽郡木曽町福島3807-1   「ＪＡ木曽本所総務管理部　ＪＡ歌壇　係」行
［編集の都合により、12月末日までの到着はがきにて選考いたします。≪２月号掲載作品を募集中です≫］

尾
羽
林 

も
と
ゑ  

選

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

雷
電
関
に
あ
や
か
り
て
欲
し
き
御
嶽
海
関
大
関
め
ざ
す
姿
た
の
も
し

奈
良
井　

 

工　

藤　

勇　

三

田
の
面
を
黄
色
に
染
め
て
頭
こ
う
べ
垂
る
る
稲
刈
る
音
の
軽
や
か
に
響
く

木　

祖　

 

武　

重　
　
　

慧

頭ず

を
な
ず
る
わ
れ
に
お
手
す
る
仕
草
し
て
逝
き
し
老
犬
の
眼
ま
な
こ
忘
れ
ず

木　

祖　

 

佐
々
木　

千
代
子

家
中
に
草
の
実
落
ち
て
無
事
暮
る
る
農
の
一
日
を
幸
ひ
と
せ
む

新　

開　

 

池　

井　

十
与
子

史
記
を
読
む
偉
大
な
る
か
な
中
華
の
民
族
わ
が
日
本
の
父
祖
と
も
言
は
む

開　

田　

 

小　

池　
　
　

研

台
風
に
「
日
本
列
島
沈
没
」
の
映
画
の
場シ
ー
ン面
よ
み
が
え
り
来
ぬ

開　

田　

 

梅　

戸　

幸　

子

シ
ニ
ア
大
の
名
古
屋
の
旅
や
友
よ
り
の
励
ま
し
を
遺
影
の
夫
に
語
り
ぬ

三　

岳　

 

大　

豆　

ふ
み
子

蔓
の
び
て
庭
木
に
高
く
熟
れ
し
ア
ケ
ビ
ひ
と
足
ち
が
い
に
猿
に
と
ら
る
る

王　

滝　

 

三　

浦　

美　

春

秋
の
日
に
短
歌
の
里
に
わ
れ
は
立
ち
詠
み
人
の
心
を
指
標
と
な
し
ぬ

上　

松　

 

原　
　
　

き
よ
子

小
春
日
に
誘
は
れ
出
で
し
か
蛇
の
子
は
網
戸
に
添
ひ
て
日
向
ぼ
こ
す
る

上　

松　

 

古　

田　

澄　

子

落
葉
み
ち
共
に
歩
み
て
今
は
亡
き
夫
の
後
ろ
に
唄
ひ
き
「
オ
ー
ル
ド
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ョ
ー
」

大　

桑　

 

科　

野　

八　

重

千
曲
川
の
旅
情
豊
か
な
あ
の
川
が
牙
剥
き
し
さ
ま
胸
に
刺
さ
り
ぬ

大　

桑　

 

髙　

橋　

志
げ
子

佳　

 

作

【
選
評
】

秀　

 

作

①

大
水
害
に
丹
精
込
め
し
農
の
稔
り
の
収
穫
時
期
で
の
全
滅
悲
し

上　

松　

 

野　

口　

英　

作

②

プ
ラ
ン
タ
ー
に
子
ら
寄
り
来
て
植
え
く
れ
し
サ
ル
ビ
ア
の
朱
晩
秋
に
冴
ゆ

木　

祖　

 

安　

原　

富
貴
子

③

秋
暑
く
外
せ
ぬ
簾
を
透
か
し
見
る
咲
き
残
り
た
る
紅
バ
ラ
一
輪

大　

桑　

 

金　

澤　

紀　

子

①
台
風
十
九
号
は
十
三
都
県
に
災
害
を
も
た
ら
し
、
死
者
が
九
十
名
以
上
に
及
ぶ
。
長
野
県
で

は
千
曲
川
が
氾
濫
・
浸
水
し
農
業
に
も
甚
大
な
被
害
が
。

②
老
親
を
思
い
、
お
子
様
が
来
て
植
え
て
く
れ
た
サ
ル
ビ
ア
が
、
晩
秋
に
は
プ
ラ
ン
タ
ー
に

赤
々
と
咲
き
盛
り
ま
し
た
。
心
温
ま
る
一
首
で
す
。

③
上
の
句
が
今
年
の
気
候
を
端
的
に
表
現
し
て
い
て
、
余
情
が
あ
る
。
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虹のホールきそからのお知らせ虹のホールきそからのお知らせ

■年末・年始の「なんでも相談会」の開催

＊ 年末年始も通常通り開いています。ご家族お
揃いの機会にお気軽にお越しください。出張
訪問も承ります。

■生活展示会・７周年記念イベント来場御礼
　12月６日㈮・７日㈯のイベントには多数の御来
場頂きありがとうございました。来年も人形供養
祭・フラワーアレンジ教室やせせらぎ会員様優遇
のイベントを行っていきます。随時広報誌を通じ
てご案内致しますのでよろしくお願い致します。

この夏、家の修理をした時、アメリカ人の方がおられ
ました。お仲間の話だと、私の生れ在所に日本人の奥
さんと３人の子どもをおいて松本で一人来て働くとの
事。キビキビと働き、感じの良い人でしたが、笑顔の
みで「ハイ」の言葉しか聞いた事もなく、ましてや英
語の全く知らない私、色々話せずじまいでした。世界
共通の言葉だと良いのにとつくづく思いました。稲荷
ずしも肉じゃがもとてもおいしそうに食べたのが思い
出です。 （木祖：佐々木さん　86才）

先日、大桑中学校の相撲場の土もりを40年振りに
する事になりお手伝いに行って来ました。赤土を盛
り、塩をまいて土を固めて形を作っていきました。
塩をまいて固めるだけではなく、ケガの消毒の為に
も塩をまくそうです。この相撲場からいつか相撲の
世界に進む子どもがいるかと思うとワクワクした良
い経験ができました。 (大桑：原田さん　54才)

おたよりコーナー
令和元年10月中にいただいたおたよりから令和元年10月中にいただいたおたよりから

【お詫びと訂正】 本誌11月号（№369）
①表紙　「11月」の英語表記
　　　　（誤）September　　（正）November
②２ｐ　トピックス＆ニュース
　　　　下段右　写真内表記の氏名
　　　　（誤）原山孝之さん　青木和人さん
　　　　（正）原山孝行さん　中洞和伸さん
 以上、お詫びして訂正いたします。

●11月１日㈮　開催
【協議事項】
①９月末事業状況について
②固定資産の処分について
③ＪＡ木曽事業拠点再構築計画について
④令和元年度臨時総代会提出議案について
⑤令和元年度臨時総代会の開催について
⑥令和元年度臨時総代会議決権行使書について
⑦令和元年度臨時総代会議長の選任について
⑧経理規程の改正について
⑨令和元年度期中決算監事監査報告について
⑩ミニディスクロージャー誌の発行について
 ほか
【報告事項】
①業務一般経過報告について
②単体自己資本比率の状況について
③農林水産省への報告について
④事務ミス等の報告について
⑤自主（自店）検査結果について
⑥農業生活部・金融部各事業報告について
⑦ＪＡバンク業務継続（ＢＣＰ）県内相互連携
の発動について
⑧令和元年度ＪＡ共済コンプライアンス点検結
果報告について ほか

理事会だより理事会だより

月　日 場　所 時　間
12／28 ㈯

ＪＡ
虹のホールきそ ９時～17時12／30 ㈪

１／ ２ ㈭
１／ ３ ㈮

出です。 （木祖：佐々木さん　86才）

台風が木曽には上陸しなかったけれど、長野の方は本
当に気の毒です。この地にも何が起きるか分かりませ
ん。日頃の備えが大切ですね。 
 （三岳：小坂さん　75才）

　年金の専門家が分かりやすく相談に応じま
す。ご相談には基礎年金番号通知書（夫婦）、
年金定期便（夫婦）、雇用保険被保険者証、印
鑑をご持参ください。

ＪＡバンク　ＪＡバンク　年金相談会年金相談会のお知らせのお知らせ

・１月９日㈭　木祖支所
・１月22日㈬　木曽福島支所
・１月23日㈭　上松支所
相談時間：10時～15時30分

長野県木曽郡木曽町福島6448番地 1
0120-23-2513  ☎ 0264-23-2513

ＪＡ虹のホールきそ安心・真心・ＪＡ葬祭
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　「2020年版ＪＡ木曽カレンダー＆広報誌表紙」掲載写真の最終選考会を11月１日、ＪＡ本所で行い
ました。ご応募いただいた作品の中から、カレンダーについては４点（春・夏・秋・冬部門）、広報誌
表紙等に12点（佳作）を採用させていただきます。

※ 本ページの掲載写真については、応募写真の審査結果発表用として、採用者より提出された写真プリントサイズの縮
小版で掲載してあります。したがって採用者の意図する写真仕様と合致するものではありませんのでご承知ください。

2020
年版
0
版ＪＡ木曽カレンダーカカカカカレレレレレンンンンンダダダダダーー＆＆広報誌表紙掲載募集写真広広広広広報報報報報誌誌誌誌誌表表表表表紙紙紙紙紙掲掲掲掲掲載載載載載募募募募募集集集集集写写写写写真真真真真のの審査審審審審審査査査査査結果について結結結結結果果果果果にににににつつつつついいいいいててててて

カレンダー賞

緑
の
棚
田

池
戸　

健
二
さ
ん

 

（
上
松
町
）

高
原
の
春

中
西　
　

章
さ
ん

 

（
木
曽
町
日
義
）

降
雪
の
後
に

岡
部　

洋
平
さ
ん

 

（
上
松
町
）

御
岳
を
仰
い
で

植
原　

洋
子
さ
ん

 

（
上
松
町
）

５月号　豊作に願い込めて
岡部　洋平さん(上松町)

６月号　畦道で羽ばたく
金澤由紀文さん(上松町)

７月号　色彩の絨毯
坪井　　祐さん(木祖村)

８月号　星の降る夜
坪井　　祐さん(木祖村)

９月号　高原の野菜畑
池戸　健二さん(上松町)

10月号　稔り間近
植原　洋子さん(上松町)

12月号　眠る棚田
植原　洋子さん(上松町)

総代会資料表紙　元気に育て！
植原　洋子さん(上松町)

１月号　新年の中央アルプス
金澤由紀文さん(大桑村)

２月号　春を待つ
中西　　章さん(木曽町日義)

３月号　御嶽山　眺望
池戸　健二さん(上松町)

４月号　小春日和
岡部　洋平さん(上松町)

佳　　　作
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お申し込み・お問い合わせは
ＪＡ木曽生活センター　0264-23-2112

　昔の日本では冬至のころになると秋野菜の収穫
も終わり、食べられる野菜もほとんどなくなって
いました。元気に冬を越せるようにと願いを込
め、栄養もあって保存もきくかぼちゃは特別に大
切にして、食べていたようです。冬至にかぼちゃ
を食べるのには、中風（脳卒中）や風邪を引かな
いとか金運を祈願する意味があるようです。実際
にかぼちゃには、体内でビタミンに変化するカロ
チンがたっぷり含まれています。ビタミンAは、
肌をツヤツヤにし動脈硬化の予防（中風予防）に
なるだけでなく、皮膚や粘膜、視力、骨や歯にも
効果があるいわれています。

一口メモ

かぼちゃチーズコロッケ

① かぼちゃはラップで包み、レンジで軟らかくなるまで加熱します。
② チーズは5mm角に切ります。
③ ①が軟らかくなったら、スプーンなどで身をボウルに取り出します。
④ ③に②とⒶを加えつぶします。
⑤ かぼちゃの皮は粗みじんにし、④と混ぜ合わせます。
⑥ ⑤を大きめの一口大に丸め、小麦粉、溶き卵、パン粉の順に付けます。
⑦ 揚げ油を170℃程度に熱し、⑥を揚げます。
⑧ 皿にレタス、ミニトマトと⑦を盛ります。

作り方

（２人前）

材料 かぼちゃ………………1/4個 小麦粉……………適量
プロセスチーズ………２個 溶き卵……………適量
　┌バター ……………10ｇ パン粉……………適量
Ⓐ│牛乳 ………………大さじ２ レタス……………３枚程度
　└塩・こしょう ……少々 ミニトマト………４個
 揚げ油……………適量

挑
戦
挑
戦
！！

ま
ち
が
い
さ
が
し
に

頭
の
体
操

　今回は10月のＪＡ祭で展示された赤かぶの
見本（木曽赤かぶネット）からの問題です。上
と下の写真を比べると、３ヵ所の間違いがあり
ます。挑戦してください。

　クイズの解答を募集します。
　解答用紙はＪＡ木曽本支所窓口または本誌９
ページ下段の用紙を切り取ってご利用ください。
答えとＪＡや広報誌への意見・要望を記入し、
ご応募ください。
※ただし、お一人様一通の応募としてください。
　正解者の中から抽選で10名の方に
   「福袋」をプレゼント。　　
◎応募の締切　令和２年１月６日㈪
※印刷によるキズや汚れは関係ありません

※出題エリア№は、
　左図の通りです。
　番号を確認のうえ、
　ご記入ください。

① ② ③
④ ⑤ ⑥
⑦ ⑧ ⑨

①① ②② ③③

④④ ⑤⑤ ⑥⑥
⑦⑦ ⑧⑧ ⑨⑨

11月号の答え  ③・④・⑨でした。（間違い探しの答えは　ここ）

おめでとうございます
10月号当選者は
永井　康宏 さん
永瀬　照子 さん
大橋　　茂 さん
小坂　信子 さん
畑中　昭夫 さん
大蔵　国広 さん
 ほか５名



令和元年度　年末年始営業日程のご案内
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灯油がなくなりそう…
 

お近くの燃料センターへ
おんたけ店　☎0264-22-3150
薮　原　店　☎0264-36-2017
開田高原店　☎0264-42-3636
大　桑　店　☎0264-55-2403

ガスに関するトラブル
 

☎0120-78-7780
全農LPガス監視センター（24時間対応）

ご家族に不幸ができてしまった…
 
☎0120-23-2513

JA虹のホールきそ（24時間対応）

自動車事故の連絡先
 
☎0120-2

ジ コ ハ

58-9
ク

3
ミ

1
アイ

JA共済事故受付センター
（24時間対応）

キャッシュカードの紛失盗難
 

☎0120-02-4040
ATM集中監視センター（24時間対応）

畜産関係の連絡先
 
☎080-1155-4108　休日当番対応

※１月１日・２日の受精業務はお休みします

JAカードの紛失盗難
 

☎0120-1
イ ゴ ク ロ ー ナ シ

59-674
NICOS盗難紛失受付センター（24時間対応）

CREDIT

環境に優しい再生紙とベジタブルインキを使用しています。

〈ホームページ〉
https://www.ja-kiso.iijan.or.jp/
2019.12月１日発行（印刷）木曽オールプリント㈱

□発　行：木曽農業協同組合
　　長野県木曽郡木曽町福島3807-1 〒397-0001☎（0264）22-2128
□発行人：代表理事組合長　田屋 万芳

　○○印＝通常営業日　×印＝休業
12月 令和２年　１月

28日㈯ 29日㈰ 30日㈪ 31日㈫ １日㈬ ２日㈭ ３日㈮ ４日㈯ ５日㈰
ＪＡ店外ＡＴＭ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
窓口業務
店内ATM × × ○ × × × × × ×

Ｊ
Ａ
燃
料
セ
ン
タ
ー

薮原店
 8：30
〜

17：30
×

 7：30
〜

18：30

 7：30
〜

12：00
× × ×

 8：30
〜

17：30
×

おんたけ店
 7：30
〜

17：30

 8：30
〜

17：30

 7：30
〜

18：30

 7：30
〜

12：00
× × ×

 8：30
〜

17：00

 8：30
〜

17：00

開田高原店
 ８：00
〜

17：00
×

 7：30
〜

18：00

 7：30
〜

12：00
× × ×

 8：00
〜

17：00
×

大桑店
 8：30
〜

17：30
×

 7：30
〜

18：00

 7：30
〜

12：00
× × ×

 8：30
〜

17：30
×

Ａ・コープ
きそ店

○ ○ ○
 9：00
〜

19：00
×

 9：00
〜

18：00

 9：00
〜

18：00
○ ○

朝市
ポイント
２倍

朝市
ポイント
２倍

朝市
ポイント
２倍

朝市
ポイント
２倍

初売り
福箱販売
ポイント
２倍

初売り
ポイント
２倍

グリーンファーム
きそ ○ ○ ○ × × × × × ×

まごころ宅配 ○ ○
B・Cコース配送

○
Ａコース配送 

× × × × × ×

介護センター ○ × ○
 8：30
〜

12：00
× × × ○ ×

ＪＡ歯科診療所 × × × × × × × × ×
虹のホールきそ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※JAネットバンクにつきましては、１月１日～１月３日のご利用可能時間が8：00～19：00となります。


